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埼玉県の新型コロナ陽性者の累計は 8月 15日時点で 76,000人を超え、県人口（７３４万人）で

見ると 100人に１人が感染したことになります。また、濃厚接触者を含め、これまでの PCR検査実

施人数は１１８万人で、県民の６人に１人が検査を受けており、家族や友人など身近に陽性者がいたこ

とを表しています。 

お会いする市民の方から「埼玉県はワクチンが進んでいない・・・」、「鴻巣市は遅いのでは・・・」と伺

うことが多いので、他県や鴻巣市の状況をお知らせいたします。 

 

                                                                                  

      

 

 

 

鴻巣市の対象者は市内人口 117,708人中 16歳以上の 104,215人 

 

 「緊急事態宣言」と「まん延防止」って何が違うの？ 
 緊急事態宣言 まん延防止等重点措置 

対象地域 都道府県単位（国が指定） 都道府県の区域（知事が指定） 

発出の目安 ステージ 4が目安 ステージ 3を想定 

期間 2年以内 ６か月以内 

時短営業等 時短・休業要請と命令が可 時短のみで休業要請はできない 

命令違反の罰則 ３０万円以下の過料 ２０万円以下の過料 

国会への報告 義務 法的拘束なし 

65歳以上 埼玉県 東京都 神奈川県 千葉県 鴻巣市 

対象人数 1,959,531人 313万人 231万人 171万人 36,493人 

1回接種 87.3％ 85.5％ 87.6％ 88.3％ 86.5％ 

2回接種 82.0％ 80.7％ 83.5％ 83.4％ 75.2％ 

2回接種済み

人数 

 

1,611,014人 

 

2,522,455人 

 

1,926,612人 

 

1,420,983人 

 

27,432人 

全年齢 埼玉県 東京都 神奈川県 千葉県 鴻巣市 

1回接種 38.2％ 40.9％ 37.6％ 37.8％ 37.8％ 

2回接種 29.6％ 28.4％ 28.4％ 28.7％ 29.2％ 

2回接種済み

人数 

 

1,999,921人 

 

3,933,799人 

 

2,618,125人 

 

1,817,650人 

 

30,381人 

＊8月 15日時点 

65歳以上のワクチン接種率（人数） 1都 3県と鴻巣市の実績 

 

全年齢のワクチン接種率（人数） 1都 3県と鴻巣市の実績 

＊8月 15日時点 



プロフィール 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

昭和 45年鴻巣市本町生まれ/鴻巣幼稚園/鴻巣東小学校/鴻巣中学校/埼玉栄高校（ｻｯｶｰ部）/亜細亜大学経済学部国際

関係学科卒/セントラルワシントン大学ＡＵＡＰ課程修了/鴻巣幼稚園保護者会副会長/鴻巣東小ＰＴＡ副会長/鴻巣市商工

会青年部第 31代部長/第 8回こうのす花火大会代表/鴻巣市消防第 2分団員（2４年目）/鴻巣市議会議員 2期/埼玉

県議会議員 2期目/会派無所属県民会議/総務県民生活委員/経済・雇用対策特別委員/家族：妻・長女・長男・愛犬レオ 

私の所属する会派「無所属県民会議」は政党に属さない 14 名の無所属議員で活動していま

す。14 名全員が市町村議員を経験しているため夫々の地域特性や課題から施策を展開してい

ます。この度、政治団体「無所属県民会議」では市町村議員・県議への立候補を考えている方、

政治に興味がある方を候補者として養成・発掘する「新人発掘プロジェクト」を立ち上げまし

た。立候補への手順や当選するために実践した経験談など、講師や現職議員を交えて素朴な疑

問や活動方法を学ぶ講座で私たちと一緒に市民・県民本位の政治を実現しましょう！ 

 参加者募集中！  私たちと一緒に活動しませんか？ 

私が選挙に立候補した動機 

 商工会青年部（40 歳以下の商業や工業を経営または後継者の団体）の部員であった私は鴻巣

をもっと良くしたい、活気ある街にしたいと献血やさくら祭りなどこれまでの既存事業を継続

しながらも新規事業を模索する日々でした。そんな中、市が発行する広報「かがやき」に鴻巣

市の将来を見据えて市民から様々な意見を徴収し、施策に反映させるため 2 年間の任期である

「まちづくりビジョン会議」の委員募集の記事が目に留まり、原稿用紙 7枚に市への思いを込

めて応募しました。 

 選考に合格してからは、月に数回週末の会議に出席し、他の公募委員と真剣に議論をおこな

い提言書をまとめ発表しました。 

 この市の将来を考える「まちづくりビジョン会議」がきっかけで市政への思いが強くなり、

市議選への立候補を検討しました。しかし、選挙はとてもハードルが高く、誰に頼ったらよい

かが分からず素人の私は苦労の連続でした。 

 市政・県政を身近に考える機会や地元の課題を解決するためにも無所属で活動している私た

ちのような団体の講座にエントリーし、将来のまちづくりを実践してみるのも良いのではない

でしょうか。 


